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研究成果の概要：本研究の目的は、脊柱の変形などの退行変化と、高齢者の日常生活動作(ADL)、

および生活の質(QOL)の関連を調べることである。腰背部の痛みなどを訴え、整形外科を受診し

た高齢者４１８名を対象として各質問票調査を行い、脊椎Ｘ線などで脊柱の変形を評価し、こ

れらの関連を調べた。胸椎後弯増強、腰椎前弯減少などの脊柱の弯曲異常は様々な ADL,QOL の

低下にも関連していることが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 

骨粗鬆症に関しては単一疾患として疫学的

にそのリスク評価や ADL、QOL に与える影響

が調査、解明され、骨粗鬆症治療の啓蒙活動、

予防に関わる生活習慣指導などが行われ、高

齢化社会を迎えた日本国民に福音をもたら

しつつある。神経学的欠落症状を来す腰部脊

柱管狭窄症や腰椎椎間板ヘルニアや変形性

膝関節症に関しても、それぞれの筋骨格退行

性変化が高齢者の ADL、QOL を低下させる因

子として取り扱われてきた。ヒトの退行性変

化はこれらが単独で発現することはまれで、

実際はほとんどの場合、それぞれの障害因子

がある一定の確率で重複して発現している



 

と考えられる。しかし、現在に至るまで、筋

骨格退行性変化を包括的にしかも定量的指

標を用いて、ADL、QOL との関連を調べた研究

は少ない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、高齢者の ADL、QOL の低下

に影響を与える筋骨格退行性変化因子の重

み付けや、関連性を cross-sectional に解析

し、包括的な筋骨格退行性変化の危険因子を

解明することである。これら筋骨格退行性変

化に関わる要因を解明することにより、加齢

に伴う筋骨格退行性変化の予防、あるいは予

知に関する情報提供が可能となる。 

 

３．研究の方法 

対象）腰背部や下肢の疼痛や機能障害を訴え、

産業医科大学病院整形外科を受診した患者

のうち、50 歳以上で、インフォームドコンセ

ントが得られた患者４１８名を本研究対象

としてエントリーし、解析可能な４０６名

（男性２０５名、女性２０１名、平均年齢

67.6 18.5 才）の解析を行った。 

測定評価項目）【質問票および VAS 評価】腰

背 部 痛 VAS 、 Short Form 36 (SF36) 、

Roland-Morris 質 問 票 (RDQ) 、 EuroQoL 

questionnaire (EQ-5D)、日本整形外科学会

腰痛評価質問票(JOABPEQ)の各質問票をタッ

チパネル上で自動入力可能なソフトを開発

し、外来に設置し、患者自身にタッチパネル

による入力を行った。【脊柱Ｘ線評価】腰椎、

胸椎それぞれの正面、側面2方向を撮影した。

第４胸椎から第４腰椎までを読影範囲とし

て、変性側弯、腰椎すべりの有無腰仙角を評

価した。側弯に関しては目視で約 10゜以上あ

るか否かを判定し、腰椎の変性滑りは、%slip 

6%以上をすべりありとした。また、腰仙角と

して第５腰椎椎体後縁と第１仙椎椎体後縁

のなす角を測定した。変性側弯を有する症例

は６４例、変性すべりを有する症例は５５例

であった。【脊柱アライメント計測】 

脊柱アライメント計測器スパイナルマウス 

を用いて胸椎後弯(Th4-L1)および腰椎前弯

(L1-L5)を計測した。 

解析）各質問票毎および各 VAS 毎に脊柱変形

の各因子、神経学的欠落所見の程度、膝関節

機能障害の各因子、骨密度のどの因子がどの

ような ADL、QOL の低下に寄与するかを評価

した。脊柱の矢状面アライメント（胸椎後弯、

腰椎前弯、腰仙角）と質問票毎および VAS と

の相関を Spearman rank correlation で求め

た。変性側弯、腰椎すべりに関しては、ある

群とない群とで各質問票および各 VAS毎で差

があるか否かを Mann-Whitney U-test で検定

した。 

 

４．研究成果 

質問票と脊柱の弯曲に関して下記の関連が

確認された。 

(1）腰椎すべりと疼痛、QOL の関連 

%slipが6%以上のすべり症を有する群（55例）

は、有さない群（351 例）に比べて今日の下

肢痛(有する群;53.8 vs 有さない群;37, 

p=0.002)、今日の下肢のしびれ(50.9 vs 31.3, 

p=0.001)、仕事中の下肢痛(53.2 vs 37.5, 

p=0.003)、仕事中の下肢のしびれ(52.6 vs 

32.9, p=0.001)、歩行時の臀部痛(48.1 vs 

33.5, p=0.005)、歩行時の下肢痛(56.3 vs 

40.8, p=0.003)、歩行時の下肢のしびれ(53.4 

vs 32.9, p=0)の VAS がそれぞれ有意に高く

なった。SF-36 では、かなり神経質でしたか？

という単項目で差を認めたが、８つの下位尺

度では有意な差はなかった。JOABPEQ では、

腰痛のため短い距離しか歩かないようにし

ている(1.2 vs 1.4, p=0.005)、臀部・下肢

のしびれの VAS(56.8 vs 36.9, p=0.001)の単

 



 

項目で有意差を認め、重症度スコアでは、歩

行機能障害(39.9 vs 50.5, p=0.037)ですべ

り群が有意に低下していた。RDQ では、今日

の腰痛のため短時間しか立たないようにし

ている(1.2 vs 1.4, p=0.002)、今日の腰痛

のため短い距離しか歩かないようにしてい

る(1.2 vs 1.4, p=0.009)でそれぞれ有意差

を認めた。EQ-5D では差を認めなかった。 

 

(2）変性側弯と疼痛、QOL の関連 

Cobb 角 10゜以上の変性側弯を有する群（64

例）は有さない群（342 例）に比べて、今日

の腰痛(有する群;59.9 vs 有さない群;48.4, 

p=0.016)、仕事中の腰痛(62.8 vs 49.4, 

p=0.004)、仕事中の下肢痛(51.8 vs 37.4, 

p=0.011) 、 歩 行 時 の 腰 痛 (59 vs 46.4, 

p=0.012)、歩行時の下肢のしびれ(46.5 vs 

33.7, p=0.019)の VAS がそれぞれ有意に高く

なった。SF-36 では家の掃除、１，２時間の

散歩をする(1.7 vs 2.1, p=0.001)、階段を 1

階うえまでのぼる(2.1 vs 2.4, p=0.003)、

数百メートルくらい歩く(1.9 vs 2.3, p=0)、

百メートルくらい歩く(2.2 vs 2.5, p=0.007)

などの単項目で有意差を認め、下位尺度では

身体機能(PF)が変性側弯群で明らかに低下

していた(45.9 vs 57.8, p=0.001)。JOABPEQ

では、腰痛のため、短い距離しか歩かないよ

うにしている(1.2 vs 1.4, p=0.015)、腰痛

の程度(67.8 vs 56.7, p=0.008)、臀部・下

肢の疼痛の程度(58.4 vs 47.8, p=0.036)の

単項目で有意差を認め、重症度スコアでは、

歩行機能障害(39 vs 51, p=0.011)で変性側

弯群が有意に低下していた。RDQ では、今日

の腰痛のため短時間しか立たないようにし

ている(1.2 vs 1.4, p=0.002)、今日の腰痛

のため短い距離しか歩かないようにしてい

る(1.2 vs 1.4, p=0.009)でそれぞれ有意差

を認めた。EQ-5D では差を認めなかった。 

 

(3）腰椎(L1-L5)前弯角と疼痛、QOL の関連 

VASでは仕事中の下肢痛(r=-0.134, p=0.007)、

歩行時の下肢痛(r=-0.122, p=0.014)で前弯

が弱くなるほど VAS が大きくなった。SF-36

で は 百 メ ー ト ル く ら い 歩 く (r=0.167, 

p=0.001)の単項目、および全体的健康感

(r=0.123, p=0.014)で関連を認めた。JOABPEQ

では身体の具合のため、仕事や普段の活動に

支障がある(r=0.169, p=0.001)、痛みのため

にいつもの仕事が妨げられた(r=0.182, 

p=0.0002)の単項目で関連を認め、重症度ス

コアでは、歩行機能障害(r=0.129, p=0.009)、

社会生活障害(r=0.189, p=0.0001)でそれぞ

れ関連を認めた。RDQ では、腰痛を和らげる

た め に 何 回 も 姿 勢 を か え る (r=0.123, 

p=0.013)、腰痛のためいつもよりゆっくり歩

く(r=0.178, p=0.0003)、ほとんどいつも腰

が痛い(r=0.16, p=0.001)、今日の腰痛のた

め短い距離しか歩かないようにしている

(r=0.154, p=0.002)、今日の腰痛のため力仕

事 を し な い よ う に し て い る (r=0.149, 

p=0.003)の項目でそれぞれ関連を認めた。

EQ5D では移動の程度(r=-0.22, p=0.0001)と

関連を認め、いずれも腰椎前弯の減少が QOL

低下の方向と関連した。 

 

(4）腰仙角と疼痛、QOL の関連 

VAS に関しては関連を認めなかった。SF-36

では、私の健康は悪くなるような気がする

(r=-0.147, p=0.003)、JOABPEQ では、あなた

自身の健康が悪くなるような気がしますか

(r=-0.153, p=0.002)、RDQ では今日の腰痛の

た め 力 仕 事 を し な い よ う に し て い る

(r=-0.146, p=0.003)にそれぞれ有意な相関

を認め、いずれも腰仙角の減少と QOL 低下の

方向が関連した。 

 

 



 

(5）Th4-L1 後弯角と疼痛、QOL の関連 

VAS に関しては、今日の腰痛(r=0.252, 

p=0.026)、歩行時の下肢のしびれ(r=-0.268, 

p=0.018)がいずれも後弯増強と関連した。

JOABPEQ では、腰痛のため１日の大半を座っ

てすごす(r=-0.252, p=0.026)、重症度スコ

アでは、腰椎機能障害(r=-0.286, p=0.011)

がそれぞれ関連した。RDQ では、腰痛のため

寝返りがうちにくい(r=-0.328, p=0.004)、

腰痛のため、１日の大半を座ってすごす

(r=-0.292, p=0.01)が後弯増強と関連した。 

 

(6）胸椎後弯+腰椎前弯と疼痛、QOL の関連 

VAS に関しては、歩行時の下肢のしびれ

(r=-0.313, p=0.006)、安静時の下肢のしび

れ(r=-0.362, p=0.001)が胸椎後弯+腰椎前弯

の増強と関連した。SF-36 での、仕事やふだ

んの活動をする時間を減らした(r=0.259, 

p=0.023)、JOABPEQ での臀部・下肢のしびれ

の程度(r=-0.284, p=0.012)もそれぞれ同様

に関連した。 

 

以上の結果の如く、胸椎後弯増強、腰椎前弯

減少、腰仙角の減少、胸腰椎にわたる弯曲の

増強、変性すべりや変性側弯などの脊柱の弯

曲異常は疼痛や下肢痛のみならず、様々な

ADL,QOL の低下にも関連していることが明ら

かになった。 
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